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第１章 目的 
 

中池は上田市下之郷に位置し、周辺の水田に用水を供給するため、1624年（江戸時代）に築造され、現在は 7.5haの農地へ用水を供給している。 

本ため池は上下流の耕作状況により用水が不足することがあり、渇水時における補給水として重要な水源となっており、地域農業を維持するためには必要不可欠なため池である。 

平成 29年度に実施した地震耐性評価により、常時満水位（地震時）の下流断面で安全率が 1.2未満であることが判明し地震時に不安定となっており、豪雨耐性評価 

についても対策が必要である。 

下流域には、家屋、農地、県道、公民館及び住宅があり、地震や豪雨により決壊した場合には甚大な被害が想定されることから、堤体及び洪水吐の改修を実施する。また放流先の水

路が経年劣化しているため改修を実施し、地域の安全確保に寄与することを目的とする。 

 

第２章 地域及び地積 
                   

第１節 地域 
                                                   （第１表） 
 

事  業 名 地  域 

農業用用排水施設の変更 長野県上田市 

 

 

第２節 地積 
                                                                                                （令和６年４月現在）（第２表） 

事業名 
現況地目 

 

市町村名 

田 

(ha) 

畑 

(ha) 

原 野 

(ha) 

山 林 

(ha) 

その他 

(ha) 

計 

(ha) 
備   考 

農業用用排水施

設の変更 
上田市 7.5     7.5  

合   計 7.5     7.5  
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第３章  現 況 
 

第１節 気 象 

 

１．  一般気象  
                                                                                                                     （第３表－１） 

観測所名 上田観測所 かんがい期 非かんがい期 

計又は平均 備       考 

観測期間 昭和 51年～令和 6年 ４月～９月 10月～３月 

降 水 量 

平 均 (mm) 635.0mm 273.8mm 908.8mm  

基準年 (mm) 459.0ｍｍ 202.0ｍｍ 661.0mm 平成 9年 

降水日数 

平 均 (日) 65日 39日 104日  

基準年 (日) 59日 37日 96日 平成 9年 

 
※平均気温、根雪期間、無霜期間、最多風向及び最大風速については、主要計画に影響しないため省略する。 
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２． 特殊気象 
                                                                                                                          （第３表－２） 

観 測 所 名 
第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ４ 位 第 ５ 位 備考 

上田観測所 

観 測 期 間 

数 

量 

年 

月 

日 

発 

生 

確 

率 

数 

量 

年 

月 

日 

発 

生 

確 

率 

数 

量 

年 

月 

日 

発 

生 

確 

率 

数 

量 

年 

月 

日 

発 

生 

確 

率 

数 

量 

年 

月 

日 

発 

生 

確 

率 

 

昭和 51年～令和 7年 

最大日雨量 

(mm) 
152 S58.9.28 1/148 143 R1.10.12 1/１０２ 135 H16.10.20 1/73 114 H28.8.18 1/29 108 S57.9.12 1/23  

最大時間雨量 

(mm) 
57 H22.8.2 1/37 53 

R4.7.29 

R4.7.30 
1/25 52 H28.8.18 1/23 50 H15.7.20 1/18 45 R7.7.9 1/11  

最大４時間雨量 

(mm) 
113 H28.8.18 1/600 84 H1.8.17 1/49 82 H22.8.2 1/41 61 H24.7.29 1/7 60 R2.8.30 1/6  

最大連続雨量 

(mm) 
221 

H18.7.15 

   ～ 

H18.7.19 

1/49 183 

S57.9.7 

～S57.9.12 

 

R3.8.13 

～R3.8.15 

1/18 177 

S58.9.27 

～ 

S58.9.28 

1/15 171 

H13.9.9 

   ～ 

H13.9.11 

1/13 169 

R4.7.27 

   ～ 

R4.8.1 

1/12  

最大連続干天日数 

(日) 
81 

H30.12.13 

   ～ 

H31.3.3 

1/45 79 

S56.11.7 

～ 

S57.1.24 

1/38 73 

S60.12.7 

～ 

S61.2.17 

1/23 66 

R2.10.24 

～ 

R2.12.28 

1/13 62 

H17.11.13 

～ 

H18.1.13 

1/10  
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第２節 土地状況 

 

１． 地形、土壌 
                                                                                                                      （表－１－１） 

 
地  目 田 畑  ・ そ の 他 

受益地標高 

(ｍ) 

備 考 

事業名 傾斜区分 
1/1000 

未満 

1/1000 

～ 

1/100 

1/100 

～ 

1/20 

1/20 

～ 

1/11.5 

1/11.5 

以上 
計 

3 ﾟ 

未満 

3 ﾟ 

～ 

8 ﾟ 

8 ﾟ 

～ 

10 ﾟ 

10 ﾟ 

～ 

15 ﾟ 

15 ﾟ 

～ 

20 ﾟ 

20 ﾟ 

以上 
計 最高 最低 

農業用用排

水施設の変

更 

面積(ha)   7.5   7.5        

470.0 460.0  

比率(％)   100   100        

 

 

 ［水田土壌］                                                                                                           （第４表－１－２） 

項目 

 

 

土 

壌 

統 

(区) 

名 

土  壌   統  （区）  区   分   一  覧  表 面  積   (ha) 

備 考 

土    壌    断    面 事  業  名 

色 
腐 

植 

礫 

層 

土        性 
泥  炭  層 

黒  泥  層 

  及びグライ層 

農業用 

用排水施設の

変更 

 計 表 土 下 層 土 

一層 二層 三層 

古里統 
YR 

YR 

なし 

なし 

なし 

なし 
壌質～粘質 壌質～粘質  なし 7.5  7.5 扇状地堆積物、青木層 
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２． 土地利用の状況 

                                                                                       （令和６年４月現在）（第４表－２） 

事業名 
土地利用別 

市町村名 

耕        地 採 

草 

放 

牧 

地 

(ha) 

原野 

(ha) 

その他 

(ha) 

計 

(ha) 
備  考 水 

田 

(ha) 

普 

通 

畑 

(ha) 

牧 

草 

畑 

(ha) 

果 

樹 

園 

(ha) 

茶 

園 

(ha) 

樹 

園 

地 

(ha) 

農業用用排水施

設の変更 
上田市 7.5 － － － － － － － － 7.5  

合        計 7.5  － － － － － － － 7.5  

 
 

３． 土地所有の状況 

     ※土地改良事業に参加する資格を有する者（土地改良法第３条に規定する資格を有する者）から負担金を徴しないため省略 
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第３節 水利状況 

 

１． 用水状況 

中池は尾根川から水路を経由し貯水後、受益地へ供給している。 

 

（1） 用水系統 

尾根川からの用水供給で不足する用水を供給している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受益地 

A 7.5ha 

Q1 0.059m3/s 

Q2 0.035m3/s 

凡 例 

A 支配面積(ha) 

Q1 代かき期最大(m3/s) 

Q2 普通期最大 (m3/s) 

施設凡例 
 貯水池 
 

  用水路 
 河 川 

中池 

用水路 

尾根川 
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（2） 用水施設 

（ア）  取水方法一覧表 

                                                                                                                  （第５表－１）     

事業名 

項目 

 

 

施設名 

か ん が い 面 積 
計 水 利 権 慣行水利権 延べ取水量 

備 考 50ha以上 50～10ha 10ha未満 

箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 箇所 m３/s 箇所 m３/s m３/s 

農業用用

排水施設

の変更 

貯 水 池     １ 7.5 1 7.5     0.059  

井   堰               

自然取入口               

揚 水 機               

そ の 他               

計     １ 7.5 1 7.5     0.059  

合   計     １ 7.5 1 7.5     0.059  

 
（イ） 改修を要する施設一覧表 

                                                                                                                （第５表－２）     

 

事業名 

項目 

 

施設名 

施設名 

又は 

箇所数 

受益面積 

 

(ha) 

構   造 規   模 

新設年 

又は 

更新年 

改修を必要 

とする理由 
備 考 

農業用用

排水施設

の変更 

貯水池 中池 7.5 均一型 
堤高 3.4m 

堤頂幅 3.4m 
江戸時代 1624年築造 

堤体地震耐性不足 

洪水吐老朽化 

取水施設老朽化 

緊急放流不可 

 

合   計 １か所 7.5     
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（3） 用水に関する被害状況 

  該当なし 

 

（4） ため池決壊の場合の想定被害状況 

                                                                                                         （第５表－３－３）   

事業名 

想定被害面積 (ha) 想定被害額 （百万円） 

備     考 

田 畑 その他 計 作 物 農 地 
農業用 

施  設 

公  共 

施  設 

家  屋 

その他 
計 

農業用用排水

施設の変更 
11.2 1.2  12.4 4.7 6.1 5  400 416  

合 計 11.2 1.2  12.4 4.7 6.1 5  400 416  
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２． 排水状況 
 

地区内の排水は、自然流下により尾根川へ排水される。 

 

（1） 排水系統 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 排水施設 

（ア） 排水方法一覧表 
                                                                                                                   （第５表－４）     

事業名 

項 目 

 

施 設 名 

排  水  面  積 
計 排水慣行 

(m３/s) 

現況排水能力 

(m３/s) 
備考 50ha以上 50～10ha 10ha未満 

箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 箇所 ha 

農業用用

排水施設

の変更 

自 然 
排水路     1 7.5 1 7.5  0.297 

 

水 門 
 

         

機械水門 

および 

排水機 

機械水門 
 

         
 

排水機 
 

         

合       計     1 7.5 1 7.5  0.297  

 
（イ） 改修を要する施設一覧表 

  該当なし 

   

施設凡例 

 排水路 

 河川 

凡例 

CA 流域面積(km2) 

A 受益面積(ha) 

Q 排水能力(m3/s) 

 

中池 

受益地 

A 7.5ha 

Q 0.297m3/s 

 

尾根川 
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（3） 排水に関する被害状況 

  該当なし 

 

３． 河川状況 

中池及び受益地からの排水先である一級河川尾根川は、改修が完了しており、流下断面が確保されている。 

 

 

第４節 道路概況 

１． 道路概況 

受益地内の農道は整備済みである。本ため池は市道を経由して県道65号線へ接続している。 

２． 主要道路一覧 

※施設の耐震・豪雨対策を実施するもので、当該事業実施前後で主要道路の状況に変更がないため省略 

 

 

第５節 地域農業の概況 

１． 産業別就業人口 

※施設の耐震・豪雨対策を実施するもので、当該事業実施前後で営農計画及び土地利用計画に変更がないため省略 

 

２． 経営耕地広狭別農家数及び耕地の分散状況並びに主副業別農家数 

※施設の耐震・豪雨対策を実施するもので、当該事業実施前後で営農計画及び土地利用計画に変更がないため省略 

 

３． 動力農機具及び主要家畜頭数 

 ※施設の耐震・豪雨対策を実施するもので、当該事業実施前後で営農計画及び土地利用計画に変更がないため省略 
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４． 主要作物作付状況 
                                                                                                                      （第７表－４） 

市町村名 上田市  計 平  均 

作付率 

 

 

(％) 

備    考 

総耕地面積(ha) 5,180  5,180 － 

総本地面積(ha) 4,860  4,860 － 

区分 

 

作物名 

作付面積 

 

(ha) 

単 位 面 積 

当たり収量 

(㎏/10a) 

作付面積 

 

(ha) 

単 位 面 積 

当たり収量 

(㎏/10a) 

作付面積 

 

(ha) 

単 位 面 積 

当たり収量 

(㎏/10a) 

田 

水稲 1,118 585     22 
農林業センサス

2020 

 

 

総耕地面積、総本

地面積は、農林水

産関係市町村別

統計（2023年） 

 

 

「作付面積は、経

営耕地面積のうち

販売目的で作付け

（栽培）した作物の

類別作付（栽培面

積）である。」 

 

 

「×」は統計数値を

公表しないもの 

「－」は該当数値

がないもの 

小麦等 296 －     6 

小    計 1,413 －     27 

普 

通 

畑 

野菜類 622 －     12 

牧草 135 －     3 

小    計 757 －     15 

樹 

園 

地 

りんご × ×     － 

ぶどう 70 ×     1 

その他果樹等 12 ×     1 

小   計 259 ×     － 

計 2,335 －     － 

市町村別 

延べ作付率(％) 
－     
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５． 農業の動向 
                                                                            （第７表－５） 

項目 

 

 

区分 

農家 土地 主要作物 動力農機具 主要家畜 

その他 
地 域 

指定等 
備考 

 Ｂ Ａ  Ｂ Ａ 作物名 Ｂ Ａ 農機具名 Ｂ Ａ 家畜名 Ｂ Ａ 

変 

化 

の 

状 

況 

 

Ｃ 

年 

を 

100 

と 

す 

る 

指 

数 

 

総農家数 84 72 耕地 97 90 水稲 150 113 田植え機 76 - 乳用牛 28 21 

 野菜指定産地 

夏秋きゃべつ 

春レタス 

夏秋レタス 

夏秋きゅうり 

夏秋トマト 

 

 A:令和 2 年 

 （農林業センサ

ス 2020） 

 

 

 B:平成 27年 

 （農林業センサ

ス 2015） 

 

 

 C:平成 22年 

 （農林業センサ

ス 2010） 

主業農家数 79 71 田 93 86 そば - 311 トラクター 81 - 肉用牛 - - 

準主業 

農家数 
70 41 畑 103 101 小麦 109 202 コンバイン 95 - 豚 - - 

副業的 

農家数 
84 65 樹園地 102 88 りんご - -    採卵鶏 99 96 

農業 

就業人口 
65 44    ぶどう - - 

   

   

         

   

   

変 

化 

の 

理 

由 

農家数の減少傾向が著

しい。 

耕地面積が減少傾向にあ

る。特に樹園地について

は急減している。 

水稲の生産が減少し、そば

等の穀物の作付けが大幅

に増加している。 

総農家数が減少し大規模担

い手への集積が進んでいる

ことから動力農機具の台数は

減少している。 

経営規模の縮小等によ

り減少していると推察

する。 
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第６節 地域環境の概況 

 

上田市の農業用水の取水形態は、市の中心を南北に横切る千曲川、東側に神川、南側に依田川、西側に浦野川、産川等の一級河川から取水している地域と塩田地域等には多数の農

業用ため池が点在するため池に依存する地域に大別される。 

千曲川沿岸の平地は、落葉広葉樹が多い低山帯、菅平高原や美ヶ原高原などの亜高山帯や高山帯と幅広い地形地質により多種多様な植生が分布しており、多数のため池は本市の

特徴的な水環境資源である。 

 

「上田市田園環境整備マスタープラン」では、市の大半は、環境創造区域にゾーニングされていない農村振興地域内全てを環境配慮区域としており、事業実施に際して環境への負荷

をできる限り緩和しながら実施していくこととしており、本地区の受益地は、「環境配慮区域」のみに属している。 

一方、環境創造区域は、現在残されている環境資源を保全若しくは有効活用し、自然と共生する環境を積極的に創造していくこととしている。 
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第４章  一般計画 
 

第１節  事業計画の要旨 

 

１． 要 旨 
平成 29 年度に実施した地震耐性評価により、地震時において堤体下流側法面の安全率が 1.2 未満であることが判明し、豪雨耐性評価についても堤体の余裕高不足が判明し

た。 

下流域には、家屋、農地、県道、公民館及び住宅があり、地震や豪雨により決壊した場合には甚大な被害が想定されることから、堤体及び洪水吐の改修を実施する。 

項     目 事業を必要とする理由 改 修 補 強 工 法 備 考 

堤体工 
地震耐性評価の結果、堤体下流側の安全率が 1.2 未満であ

る。 
堤体を切り下げることにより安定を計る。 

 

洪水吐 
洪水吐は余裕高不足であるため、堤体の再構築と同時に改修

を行う必要がある。 
堤体の再構築と同時に、自由勾配側溝にて再構築行う。 

 

     

 

その他被害歴及び改修歴 

ため池依存度等の特記事

項 

利水について、受益地は大規模ではないものの、渇水時の補給水として活用され重要な水源となっているため、ため池改修に

より用水の安定供給を図る。 

 

他事業関連  該当なし 
 

 

２． 事業別面積 
                                                                                                       （第８表） 

  事業名 農業用用排水施設の変更 

計 

 

(ha) 

備考   土地利用区分 
水 

 

田 

(ha) 

普 

通 

畑 

(ha) 

牧 

草 

畑 

(ha) 

果 

樹 

園 

(ha) 

 

 

小 

 

計 

(ha) 事業目的 
 

ため池の耐震・豪雨対策 7.5     7.5 7.5  

計 7.5     7.5 7.5  

  



17 

第２節 営農計画及び土地利用計画 

 

１． 営農計画の概要 
本地区の営農計画は、水田地帯であり水稲中心とした営農である。事業後も地域の中心経営体等が営農する計画である。 

 

２． 土地利用区分 

                                                                                                             （第９表－１）   
 

事業名 

土地利用区

分 

区分 

水田 

(ha) 

普通畑 

(ha) 

牧草畑 

(ha) 

果樹園 

(ha) 

茶 園 

(ha) 

その他の 

樹園地(ha) 

小 計 

(ha) 

原 野 

(ha) 

山 林 

(ha) 

その他 

(ha) 

計 

(ha) 
備  考 

農業用 

用排水施設

の変更 

現況・計画 7.5 － － － － － 7.5 － － － 7.5  

 
 

３． 作付方式 
                                                                                                                       （第９表－２）   

事業名 項目 
経営 

類型 

土地 

利用 

区分 

１  年  目 ２  年  目 ３  年  目 
備
考 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

農業用 

用排水

施設の

変更 

現況 

・ 

計画 

水稲 水田     

田

植

え 

   

稲

刈

り 

       

田

植

え 

   

稲

刈

り 

       

田

植

え 

   

稲

刈

り 
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４． 生産計画  

                                                                                                                      （第９表－３）   

事業名 

項目 

 

 

土地 

利用区分 

作物名 

作  付  面  積 

(ha) 

作 付 率 

(％) 

単位面積当たり 

収量  (kg/10a) 

生   産   量 

(t) 

同左生産量増減の内訳 

(t) 
 
 

備考 

現況 計画 増減 現況 計画 現況 計画 増減 現況 計画 増減 面積増減 

単位面積 

当たり収量 

増   加 

農業用用

排水施設

の変更 

水 

 

田 

表作 水稲 7.5 7.5 － 100 100 587 587 － 44 44 － － －  

裏作                

普 

通 

畑 

春夏作               

 

秋冬作               

合    計 7.5 7.5 － 100 100          

単位面積当たり収量（kg/10a）は、経済効果より 

 

５． 労働改善計画 
 

  該当なし 

 

 

第３節 用水計画 

   本地区における単位用水量は、近傍の用水量を参考に算定した。 

 

１． 計画基準年 

      1/10基準年により、H26を計画基準年とする。 

 

２． 計画かんがい方式 

水田 水稲：湛水かんがい方式 かんがい期間 5月上旬から9月下旬 

      （代掻き期間 5月上旬から6月中旬の4日間） 
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３． 計画用水系統 

現況用水系統と同じ 

 

４． 計画用水量 

代掻期取水量 0.059(m3/s) 

普通期取水量 0.035(m3/s) 

代掻き日数 4日 

（1） かんがい用水                                                                                                              （第 10 表－１） 
 

項
目 

 
 
 
 
 
 
 

 系 

 統 

 名 

種別 

面積(ha) 
水田かんがい 水田畑利用 畑地かんがい その他 

消 

 

費 

 

水 

 

量 

 

(m３/s) 

損 

 

 

失 

 

 

率 

 

(％) 

粗用水量 

備考 

事業名 

農業

用用

排水

施設

の変

更 

計 

普通期 代かき期 

面 

 

 

積 

 

(ha) 

一平 

日均 

当か 

たん 

り水 

計深 

画 

(㎜/日) 

平 

均 

間 

断 

日 

数 

 

(日) 

面 

 

 

 

積 

 

(ha) 

一平 

日均 

当か 

たん 

り水 

計深 

画 

(㎜/日) 

平 

均 

間 

断 

日 

数 

 

(日) 

面 

 

 

 

積 

 

(ha) 

計単 

画位 

平用 

均水 

量 

 

(㎜/日) 

面 

 

 

 

積 

 

(ha) 

平均 

 

 

 

(m３/s) 

最大 

 

 

 

(m３/s) 

計画平均 

単位 

用水量 

 

(mm/日) 

計画代かき

用水量 

 

 

(ｍｍ) 

中池 農業用水 7.5 7.5 32 145 7.5           0.024 0.059  

                    

計  7.5 7.5   7.5              
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５． 水源計画 
（1） 水利用計画 

施設の耐震・豪雨対策を実施するもので、当該事業実施前後で水利用計画に変更はない。 

 

（2） 用水対策 

（ア） 貯水池 

                                                                                                           （第10表－３）   
 

項 目 

 

 

 

貯水池名 

流 域 面 積 

(km２) 

かんがい面積(ha) 

純貯水量 

 

(千ｍ３) 

利用貯水量 

 

(千ｍ３) 

利用回数 

 

(回) 

最大取水量 

 

(m３/s) 

備 考 
事業名 

直 接 間 接 
農業用用排水

施設の変更 
 計 

中池 0.005  7.5  7.5 5.9 5.9 1 0.059  

 
 

第４節  排水計画 

１． 計画基準雨量   

洪水吐 1/200年確率雨量（上田観測所） 

 

２． 計画排水方式   
（1） 外水位等の決定  現況の満水位を基準とする。 

（2） 計画緒元の決定 

（ア） 現地調査及び地形図により、平均流出率を 0.948 とする。 

（イ） 排水量は、ため池の貯留効果を考慮する。 

（3） 計画排水方式の決定 

        水路流入型（自由勾配側溝B300×H1100） 

 

３． 計画排水系統 

現況排水系統図と同じ 
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第５節  道路計画 
 

該当なし 

 

 

第６節 農用地造成計画 
 

該当なし 

 

 

第７節  洪水調整計画 

     200年確率雨量により、集水域からの流入水及び中池への降雨量を算定し、貯留効果を考慮して洪水吐から排水する計画とする。 

 

 

第８節  農用地整備計画 
 

該当なし 

 

 

第９節  老朽ため池改修計画 

豪雨耐性評価により、洪水吐の余裕高不足が判明していること、地震耐性評価により、地震時における堤体上流法面の安全率が1.2を下回っていることから、堤体及び洪水

吐を改修する。 

 

１． 洪水吐改修計画  
（1） 計画基準雨量  170.26mm/hr（最大日雨量の 1/200確率） 

（2） 計画洪水量 

箇所名 中池 

集水面積 
直接 0.005ｋｍ２ 合計 

間接  0.005ｋｍ２ 

計画 

洪水量 

計算式 Q=1/3.6×fp×r×A 

洪水到達時間 ｔ＝7.4min 

流出率 fp=0.948 

計画洪水量 Q0=0.248m3/s 

異常洪水量 Q=Q0×1.2＝0.297m3/s 

 QC=0.020m3/s（ため池貯留効果を考慮） 

 

２． 堤体補強計画 

      堤体を切り下げるより、上下流側法面の安全率（Fs≧1.2）を確保し整備する。  

堤体改修 L=90.0m  堤高2.9ｍ 堤頂幅 B=3.0m 
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３． 洪水吐施設改修計画 

堤体改修に合わせて、洪水吐及び放流水路を整備する。 

水路流入型洪水吐工 L=2.0m  自由勾配側溝300×1100 

放流工 B路線 L=11.1m 自由勾配側溝300×1100 

放流工 C路線 ΣL=151.7m C１区間 L=37.0m 自由勾配側溝300×700 

                                    C２区間 L=55.2m 自由勾配側溝 300×600 

                              C３区間 L=59.5m マルチ U 300×500 

 

第５章  主要工事計画 
 

第１節  用水施設 
 

       該当なし 

 

第２節  排水施設 
 

       該当なし 

 

第３節  道路及び索道 
  

    該当なし 

 

第４節  農用地造成  
 

  該当なし 

 

第５節  洪水調節施設 
 

    該当なし 

 

第６節  農用地整備施設 
 

  該当なし 
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第６章  老朽ため池改修施設 
１．  貯水池 

                                                                       （第 22表）    

名  称 中池 位  置 長野県上田市 

堤   体 

型  式 
流  域 

(km２) 

堤  高 

(m) 

堤  長 

(m) 

堤 体 積 

(m３) 

堤 頂 幅 

(m) 

貯 水 量 

(千m３) 
備  考 

均一型 0.005 3.4 90 1,300 3.4 5.9 
 

洪 水 吐 

型  式 
洪 水 量 

(m３/s) 

規    模 

(m) 
取水施設 

型  式 
取 水 量 

(m３/s) 

水路流入式 0.297 鋼管φ300 HPφ400 0.059 

  

 

２．  堤体補強施設 
（1） 堤体補強 

堤体を切り下げることにより、下流側法面の安全率（Fs≧1.2）を確保する。  

堤体改修 L=90.0m  堤高 2.9ｍ 堤頂幅 B=3.0m 

（2） 法面保護施設 

植生マットを使用 

 

 

第７章  附帯工事計画 
 

該当なし 

 

 

第８章  工事の着手及び完了の予定時期 
 

着手 令和9年度 

完了 令和10年度 

 

 



24 

第９章  環境との調和への配慮 
 

事業実施により、次の影響が考えられる。 

・下流水路に生息生物である魚類が流れることによる影響 

・工事用重機及びダンプトラックの排出ガスによる環境への影響 

・断面変更による周辺環境と違和感が生じる影響 

 

環境配慮対策は、次のとおりとする。 

・外来種の魚類は、工事実施前に水位低下させ、仮締切により駆除する。（外来種の増殖防止と死骸の悪臭対策） 

・現場で使用する工事用重機及びダンプトラックは、排出ガス対策型を使用し、環境への配慮を行う。 

・法面緑化に外来種の種子は使用しない。 

・希少種であるクサボケは工事範囲外に移植する。 

 

 

第１０章  換地計画の概要 
 

該当なし 

 

 

第１１章 事業費の総額及び内訳 
                                                                          （第24表） 

          箇所 

 

区分 

中池 

（千円） 

合計 

（千円） 
備  考 

主要工事 57,000 57,000 

令和 7年度単価 附帯工事   

計 57,000 57,000 
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第１２章  効  用 
                                                                                                                               （第25表）     

総費用 

（千円） 
44,183 

年償還額 

（千円） 
0 効果区分 

年総効果額 年総増加農業所得額 

（千円） （千円） 内機能向上 

総便益額 

（千円） 
416,698 

内機能向上分 

（千円） 
0 

作物生産効果 0 － － 

営農経費節減効果 0 － － 

総費用総便益比 9.43 
総所得償還率 

（％） 
－ 

維持管理費節減効果 △87 4 － 

災害防止効果（農業資産） 662 － － 

現況年総農業所得額 

（千円） 
2,804 

増加所得償還率 

（％） 
－ 

災害防止効果（一般資産） 19,881 － － 

計 20,456 － － 

 

 

第１３章   関連する事業 
 

該当なし 
 

 

第１４章   計画図面 
 

１． 計画一般図 

２． 被害想定図 

３． 計画平面図 

４． 標準断面図 

５． 洪水吐構造図 

６． 放流工計画図 

７． 放流工 B路線標準断面図 

８． 放流工 C路線標準断面図 
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施　　工

設　　計

測　　量

縮　　尺

図面名称

地 区 名

事 業 名

作成年月日

図面番号

発注主体

令和　　 年　　 月　　 日

基準点座標一覧表

計 画 平 面 図 縮 尺 = 1 : 2 5 0

As

As

As

As

As

As

As

co

g

主
要
地
方
道
　
上
田
丸
子
線

至
　
生
島
足
島
神
社

至
　
古
安
曽

中池

ゴ
ミ
集
積
場

SG
Pφ

30
0

SGPφ
300

コルゲート管φ200

HPφ400(想定)

BF
500

U300

底高H=472.60(枡底高流用)

474.96

475.08

475.25

474.37

475.18

475.26

475.38

475.70

475.51

475.53

475.76

475.58

VUφ
100

VUφ
100

54ネ484

東塩田幹40

東塩田幹41

472.48

472.84

473.18 473.32

472.75
472.82 472.60

474.57

474.80

474.48

474.70

T4 T1

T2

T3

473.26

ボーリング位置

中心点座標一覧表

H=475.246

H=475.183

As

TNO.0

TNO.2
TN
O.
3

TNO.1

T
N
O.
4

TN
O.5TNO.6

TNO.7

TNO.8

TNO.9

TNO.10

TNO.11TNO.12

TNO.13

/図示

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標 Z座標

T1 39800.742 -25165.185 475.419

T2 39853.504 -25189.711 475.767

T3 39837.300 -25222.514 475.880

T4 39800.859 -25224.938 475.009

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

TNO.0 39840.720 -25173.783

TNO.1 39846.986 -25177.528

TNO.2 39851.083 -25184.861

TNO.3 39851.491 -25186.717

TNO.4 39851.807 -25189.499

TNO.5 39850.080 -25198.942

TNO.6 39848.523 -25204.322

TNO.7 39845.581 -25211.437

TNO.8 39844.201 -25213.641

TNO.9 39835.301 -25220.604

TNO.10 39831.914 -25222.731

TNO.11 39814.959 -25233.340

TNO.12 39811.649 -25235.401

TNO.13 39807.237 -25237.754

底樋跡

水門(底樋の代用と思われる)
VUφ100

KBM1

KBM2

AB
9

B
8

堤体工　L=90.1≒90m
転落防止柵　L=90m

農村地域防災減災事業（地震対策ため池防災工事）

中池

計画平面図（本体）

長野県土地改良事業団体連合会

長野県土地改良事業団体連合会

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

余水吐工

自由勾配側溝(縦断用)
300×1100型

L=10.0m

【B路線】自由勾配側溝300型　L=11.1m

L=1.1m

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

植生マット　L=90m　SL0.844ｍ　A=76ｍ2

現場打水槽工M-7×7×14

自由勾配側溝300×1100 L=2.0m
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施　　工

設　　計

測　　量

縮　　尺

図面名称

地 区 名

事 業 名

作成年月日

図面番号

発注主体

令和　　 年　　 月　　 日

/1図示

農村地域防災減災事業（地震対策ため池防災工事）

中池

長野県土地改良事業団体連合会

長野県土地改良事業団体連合会

現況F.W.L=474.48

池底高=472.20

H=475.06

H.W.L=473.96

F.W.L=473.82

DL=475.00

現況余水吐

標 準 断 面 図 　 S = 1 : 5 0

標準断面図

1

3,000 1,480 2,400

8
2
0

0
.
5
m

1
,
6
2
0

6
6
0

0.
5
8
≧

余
裕

高
1
.
10
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施　　工

設　　計

測　　量

縮　　尺

図面名称

地 区 名

事 業 名

作成年月日

図面番号

発注主体

令和　　 年　　 月　　 日

1/100 /

長野県土地改良事業団体連合会

長野県土地改良事業団体連合会

正　面　図

18-8-25BB(W/C≦60%)

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

洪 水 吐 構 造 図

洪水 吐 構造 図

農村地域防災減災事業（地震対策ため池防災工事）

中池

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ取り外し・設置（既設利用） L=6.0m

自由勾配側溝(横断用)300×1100型

ｺﾝｸﾘｰﾄ復旧（ｔ=0.35m）　A=1.9m2（斜線部）
ﾌﾞﾛｯｸ積取壊し　A=2.5m2

F.W.L 473.82

H.W.L 473.96

現場打水槽工M-7×7×14

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎砕石

1
0
0

1
5
0

720 自由勾配側溝300×1100型(横断用)

620

自由勾配側溝300×1100型 L=2.0m

0006798
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A1：S=1/2,500

A3：S=1/5,000

農村地域防災減災事業（地震対策ため池防災工事）　上田市　中池地区
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施　　工

設　　計

測　　量

縮　　尺

図面名称

地 区 名

事 業 名

作成年月日

図面番号

令和　　 年　　 月　　 日

発注主体

/

長野県土地改良事業団体連合会

長野県土地改良事業団体連合会

中池

図示

農村地域防災減災事業（地震対策ため池防災工事）

S=1/25放流工 【B路線】 標 準 断 面 図

平　面　図

側　面　図

接続水路による控除は考慮せず

現場打水槽工M-7×7×14

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

足掛け金物n=4

自由勾配側溝(縦断用)300×1100型

(舗装復旧) (舗装復旧)

18-8-25BB(W/C≦60%)

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

路盤工(再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40)　t=15㎝

放流工標準断面図【B路線】

18-8-25BB(W/C≦60%)

基礎砕石

200

1100

200

1
1
0
0

2
0
0

7
0
0

2
0
0

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋700×700

1
4
0
0

1
5
5
0

1
5
0

1
5
0

200
1100

200700

1300

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋700×700

700

570

670

5
0

1
5
0

1000 500

舗装版破砕幅 1920

自由勾配側溝300×1100型(縦断用)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎砕石

砕石埋戻 A=0.72m2(左側)

砕石埋戻 A=0.35m2(右側)

表層工(再生密粒度ｱｽｺﾝ20F) t=5㎝
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施　　工

設　　計

測　　量

縮　　尺

図面名称

事 業 名

作成年月日

図面番号

発注主体

令和　　 年　　 月　　 日

地 区 名

農村地域防災減災事業（地震対策ため池防災工事）

中池

図示 /

長野県土地改良事業団体連合会

長野県土地改良事業団体連合会

標準断面図【C路線】

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

放流工 【C路線】 標 準 断 面 図 S=1/25

（舗装復旧） （舗装復旧）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

区間C-2
自由勾配側溝300×600型（横断用）

（舗装復旧）
（舗装版破砕）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

（舗装復旧）
（舗装版破砕）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

表層工（再生密粒度ｱｽｺﾝ20F)t=5㎝

18-8-25BB（W/C≦60%）

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

区間C-1
自由勾配側溝300×700型（縦断用）

区間C-2
自由勾配側溝300×600型（縦断用）

区間C-3
マルチU　300×500型

平　面　図

側　面　図

平　面　図

側　面　図

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

接続水路による控除は考慮せず

（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋)
現場打水槽工M-7×7×9 現場打水槽工M-7×7×9

接続水路による控除は考慮せず

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40

2 2

300

50
0

1
00

600
ﾏﾙﾁU 300×500型

基礎砕石

1000 1000
舗装版破砕　2420

620

720

10
0

1
5
0

砕石埋戻A=0.41m2（片側）

自由勾配側溝300×600型（横断用）

1000
舗装切断

砕石埋戻A=0.36m2

570

670

5
0

1
5
0

自由勾配側溝300×600型（縦断用）

1000
舗装切断

砕石埋戻A=0.43m2

570

670

5
0

1
50

路盤工（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40）ｔ=15㎝

自由勾配側溝300×700型（縦断用）

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎砕石
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18-8-25BB(W/C≦60%)

基礎砕石
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